
 

令和 6 年度事業計画「篠原児童館」 

基本理念 

同朋福祉会創立者、江川義清の「人は大切、子は宝」の理念に基づき、次代を担う児童に対し

て適切な遊びや家庭的な雰囲気のなか安全で安心な生活の場を提供し、健康の増進を図ると共に、

情緒豊かな育ちを支援する等、子どもの最善の利益を追求しつつ、文化的・知的活動の場として

地域に開かれた児童館・学童クラブを目指す。 

１、児童館事業 

法 人

理念 

 
内  容 担 当 目  標 実践計画 期 間 

サ

ー

ビ

ス

の

質

の

向

上 

子

育

て

支

援

事

業 

毎週月曜日 9 時 30 分～12 時 30 分 

・なかよしひろば（大型遊具で遊ぼう） 

毎週火曜日 10 時 00 分～11 時 00 分 

・なかよしひろば 

毎週水曜日 10 時 00 分～11 時 00 分 

・すこやかクラブ（2 歳～就園前） 

毎週木曜日 10 時 00 分～11 時 00 分 

・なかよしひろば 

毎週金曜日 9 時 30 分～12 時 00 分 

・なかよしひろば 

毎週月曜日～土曜日          

11 時 45 分～12 時 45 分 

・ランチタイム（おべんとうひろば） 

 

第 3 土曜日 9 時 30 分～10 時 30 分 

・なかよしひろば 

増田 

 

 

石山 

 

大當 

増田 

 

増田 

 

増田 

 

石山 

 

阪上 

 

『地域の子育て親子

にとって利用しやす

い環境づくり』 

・つどいのひろばの

内容の充実を図ると

ともに、自由あそび

が安定してできる居

場所となる。（毎月 3

組以上の参加者を目

指す） 

・毎月 1 回土曜日に

0 歳～就学前児童の

遊び場として親子で

集えるプログラムを

実施（5 組以上の参

加を目指す） 

・親子館事業の充実の為

研修及び交流会には積

極的に参加をして、スキ

ルアップを図る 

・児童館はいつでも気軽

に訪れる事ができ相談

ができて受け入れがで

きる場所となる 

・ひろば担当者は毎月 

子育てサロン実施の案

内を作成し地域の掲示

板や児童館前の掲示板

に掲示し利用者に周知

を図る。 

・対象として育児休暇中

の親子や家庭保育をし

ている親子を対象に遊

び場の提供をつくる 

毎 週 

 

毎 週 

 

 

毎 週  

 

毎 週 

毎 週 

 

毎 週 

 

毎 週 

 

月 1 回 

児

童

健

全

育

成

事

業 

・児童館探索（4 月） 

・エコクラブ（5 月～3 月） 

・児童館なつまつり（8 月） 

・クリスマス会（12 月） 

・工作あそび（6 月.5 月.12 月.2 月） 

・絵本の読み聞かせ（ポコポコ） 

・陶芸教室（毎月 1 回） 

・土曜日学習支援〈第 2.4 土曜日〉 

・子ども食堂（第 2 土曜日） 

阪上 

浜田 

鬼塚 

阪上 

増田 

坂本 

鎌倉 

様上 

鬼塚 

『児童育成の拡充を

図る』 

季節の工作を年齢に

応じて提供する 

（毎回 7 人以上） 

・陶芸教室を通じて

一般利用者を増やす 

・学習スペースの提

供（5人～10人以上） 

・子ども食堂実施 

（20 人限定） 

・外部講師に依頼をして 

陶芸教室を実施する。 

・一般児童の参加を促す

児童館児童館便りを作

成し、利用者への周知を

図る。 

小中学生を対象に学習

支援を行う 

・小中学生を対象に個数

を限定し昼食の提供を 

する 

年 1 回 

随 時 

年 1 回

年 1 回

年 1 回

年 1 回 

毎 月 

毎 月 

隔 週 

地 

域 

と 

の 

共 

生 

地
域
連
携
推
進
事
業 

・各種ボランティアの受け入れ 

・子育てコミュニティー 

・地域福祉センターとの連携 

・運営委員会開催 

・施設の貸し出し 

本田 

本田 

本田 

本田 

本田 

『地域との連携を強 

化する』 

・地域の方に児童館

や学童の活動につい

て知ってもらう。 

・子育てコミュ二ティー

運営に積極的に参加を

し、内容の充実を図る。 

・児童館の行事の案内を

地域の方に配布する。 

随 時 

年 8 回 

随 時 

年 1 回 

随 時 

１ 



 

 

 

令和 6 年度事業計画 「しのはら学童クラブ」 

 

２、放課後児童健全育成事業 

 

 

 

 

 

 

≪令和元年度から登録児童数表≫ 

 

２ 

目 標 
○放課後に適切な遊び及び生活の場としての安全な居場所づくりを図る 

○保護者及び児童とより良い関係を築き、家庭との連携を図る 

開館時間 
平   日：放課後 ～ 午後５時 

学校休業日（夏休み等・土曜日）：午前８時～午後５時 

延長保育 

朝 延長：午前 7時 30分～8時（Ａ） 

夕方延長：午後５時～６時   (Ｂ） 

    ：午後５時～７時   （Ｃ） 

利用料金 

基本利用料   ：月額 4,500円（口座振替により徴収） 

おやつ代   ：月額 1,500円（児童館にて現金徴収） 

朝 延長：（Ａ）：1回 500円 （児童館でチケット徴収） 

夕方延長：（Ｂ）月額 1,500円（口座振替により徴収）日割り計算なし 

    ：（Ｃ）：月額 3,000円（口座振替による徴収）日割り計算なし 

自主事業（延長保育） 

早朝延長（7：30～8：00）：1回 500円（チケットにて徴収） 

夕方延長（5：00～5：30）：1回 500円（チケットにて徴収） 

    （5：30～6：00）：1回 500円（チケットにて徴収） 

    （6：00～6：30）1回 500円 （チケットにて徴収） 

    （6：30～7：00）1回 500円 （チケットにて徴収） 

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

令和元年度 24名 26名 14名 ８名 6名 1名 79名 

令和 2年度 40名 19名 21名 11名 2名 3名 96名 

令和 3年度 31名 39名 13名 12名 7名 0名 102 名 

令和 4年度 37名 30名 38名 11名 ７名 4名 127名 

令和 5年度 31名 31名 28名 23名 9名 4名 126名 

令和 6年度  

予定人数 
24名 31名 29名 24名 14名 5名 127名 

しのはら学童保育クラブ 

１年生～６年生 

 



 

４、施設運営 

 

研修計画 

○神戸市内児童館合同学童保育指導員研修（年 6回） 

○灘区内児童館合同研修会（年 3回） 

○民間児童館協議会連絡会（年 11回） 

○障害児研修 

〇法人内研修 

〇危機管理研修 

○児童館会議（福祉会合同 5月・9月・2月） 

○その他 

災害対策 

 

○火災に対する訓練   （月 1回） 

○地震に対する訓練   （年 2回） 

○不審者に対する訓練  （年 2回） 

○消防署による防災訓練 （年 1回） 

○灘区警察による交通安全教室（年 2回） 

 

施設管理 

〇備品購入予定 

  

〇保育用品購入予定 

 (乳幼児用) ・乳児用玩具 

 （学童用） ・学童用玩具 

 

〇固定資産物品購入予定 

・なし 

 

〇修繕予定 

遊戯室倉庫改修工事 

授乳室設置工事 
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